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１２月定例会
 １0　特集 議会報告・意見交換会
２  年頭のあいさつ
３  議会改革
４  一般質問　８人
７  総括質疑・討論
８  予算特別委員会
９  提出された議案とその結果
 12　市民の声・３月定例会の日程（予定）

インターネットで議会中継

▲蔵増小の６年生は、米のおいしさを多くの
人に知ってもらい、米の消費拡大を図り、
日本を元気にしたいと考えました。そこ
で、昨年の11月2９日に米粉パンの製作・配
布を行い、広く市民に呼びかけました。
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１２ 月 定 例 会

さ
ら
な
る

　
議
会
改
革
を
目
指
し
て

議
長　
水　
戸　
　
保

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
、
本
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
や
金
環
日
食

の
観
測
な
ど
に
よ
り
、
一
年
を
表
す
漢
字
が
「
金
」
に
決
定
し
、
日
本
中
が

盛
り
上
が
っ
た
年
で
し
た
。
一
方
で
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
や
円
高
に
よ
る
景
気
の
低
迷
な
ど
、
経
済
的
に
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
議
会
で
は
昨
年
３
月
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
た
協
議
・
検
討
を
進
め
て
お
り
、
改
革
の
一

環
と
し
て
、
昨
年
１０
月
に
は
「
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
」
を
市
内
４
カ
所

で
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
春
に
は
、
市
内
全
て
の
市
立
公
民
館
を
会
場

に
し
て
実
施
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
様
々
な
ご
意

見
を
賜
り
、
有
意
義
な
も
の
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、
地
方
公
共
団
体
に
は
自
己
責
任
に
よ
る
意
志
決
定
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
は
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
と
と
も

に
市
政
の
両
輪
で
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

鈴
木　
照
一

議　
員

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

茂
木　
孝
雄

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

矢
萩　
武
昭

山
口　
桂
子

海
鋒　
孝
志

木
村　
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城　
義
巳

後
藤　
和
信

山
崎　
　
諭

石
垣　
昭
一

小
松　
善
雄

伊
藤　
護
國

淺
井　
健
一

伊
藤　
和
子

　平成２４年度第５回市議会定例会（１２月定
例会）は、１２月７日から１２月２１日までの１５
日間の会期で開かれました。
　市長提出の報告１件及び人事議案１件に
ついては初日の本会議で採決が行われまし
た。そのほか、平成２４年度一般会計補正予
算をはじめとする予算議案８件、条例議案
等２３件については、予算特別委員会及び所
管常任委員会に付託され、最終日の本会議
で採決が行われました。
　また、最終日の本会議に市長提出の人事
議案１件が追加提出され、採決が行われま
した。
（採決結果は９ページに掲載してあります。）

審 議 日 程
月　日 内　　　容

１２.７（金） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
算特別委員会の設置など）

１２.１１（火）
１２.１２（水） 本会議（市政に対する一般質問）

１２.１３（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

１２.１４（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２.１７（月） 予算特別委員会（付託案件の審査）

１２.１８（火） 予算特別委員会（討論、表決）

１２.２１（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
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奥州市には議員１０人が視察

議会
 改革５

会
派
制
運
営
を
大
幅
に
見
直
し

　
昨
年
９
月
か
ら
１２
月
ま
で
７
回
、
会
派
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
、
会
派
構
成

員
を
２
名
以
上
に
す
る
な
ど
、
運
営
上
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
現
行
会
派
制
の
利
点

や
問
題
点
を
各
会
派
か
ら
出
し
合

い
、
会
派
の
是
非
に
つ
い
て
論
議

し
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
や
役
職
ポ
ス
ト
に
つ

い
て
、
会
派
中
心
に
決
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
改
善
策
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

《
改
善
策
》

■
会
派
の
構
成
人
数

　
２
人
以
上
と
し
、
無
会
派
は
原

則
認
め
な
い
。

■
交
渉
会
派
制

　
３
人
以
上
の
会
派
で
、
議
員
の

役
職
ポ
ス
ト
等
を
決
め
て
い
た
交

渉
会
派
制
は
廃
止
し
、
委
員
会
等

の
構
成
は
各
派
代
表
者
会
で
調
整

す
る
。
委
員
会
の
正
副
委
員
長
は

委
員
会
で
の
互
選
と
す
る
。

■
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
定
数
は
７
人
（
現
行
同
）

で
、
会
派
３
人
に
１
人
、
残
り
を

２
人
会
派
か
ら
優
先
的
に
選
任

し
、
入
れ
な
い
会
派
が
あ
れ
ば
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
を
認

め
る
。

■
各
派
代
表
者
会

　
定
数
を
定
め
ず
、
２
人
に
１
人

の
割
で
選
出
す
る
。

　
以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
会
派

制
は
存
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

《
議
会
改
革
先
進
地
視
察
》

　
議
長
を
除
く
議
員
が
２
班
に
分

か
れ
て
、
東
北
で
の
議
会
改
革
先

進
地
２
カ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
昨
年
１０
月
２３
日
に
岩
手
県
奥
州

市
で
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

１１
月
１
日
に
は
福
島
県
会
津
若
松

市
で
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
視
察

を
し
て
き
ま
し
た
。

開催予定日 検　討　す　る　項　目

２月１２日（火）
＊政務調査費について
＊議員報酬について
＊議員定数について

２月２５日（月）＊議員報酬について＊議員定数について

３月１８日（月）
＊議員報酬について
＊議員定数について
＊特別委員会の中間報告について

３月２５日（月）＊議員報酬について＊議員定数について
４月８日（月）＊議会基本条例について
４月２３日（火）＊議会基本条例について
※検討する項目は予定です。協議状況によっては変更に
なることがあります。
※２・３月は午後３時、４月は午前１０時開会です。
※一般傍聴席は先着順で２０席です。傍聴希望者は、会議
開始１０分前までに所定の受付をしてから入室してくだ
さい。また、会議中は休憩時を除き入退室できません
のでご注意ください。

表２　開催予定と検討項目

検討・協議した項目 検　討　結　果
＊正副委員長の
　互選

委員長に小松善雄委員、副委員長
に村山俊雄委員を互選した。

＊会派について
会派は政策を中心とした同一の理
念を共有する２人以上の議員で構
成するものとする。

＊議会報告・意見
交換会について

市民からの意見等に対する回答を
まとめた。
（詳細は１０、１１ページを参照）

表１　検討結果

議 会 の う ご き
■１１月
　６日〜７日　ラ・フランストップセールス（議長、

市長／東京大田市場）
　８日　山形県市議会議長会議会報研修会（広報委員

／酒田市）
　１２日　総務教育常任委員会所管事務調査（行財政改

革について外）、各派代表者会、議会改革特
別委員会（会派制について）

　１４日　山形県市議会議長会総会（正副議長／天童ホ
テル）

　２１日　市長要請経済建設常任委員会（平成２５年度以
後の水道施設の管理について外）、経済建設
常任委員会所管事務調査（芳賀新駅について
外）

　２６日　議会改革特別委員会（会派制について）
　２７日　総務教育常任委員会所管事務調査（行財政改

革について）、東根市外二市一町共立衛生処
理組合議会定例会

　２８日　議会政策討論会議（議会報告・意見交換会に
ついて）

　２９日〜３０日　茂木議員（無会派）研修（東京）
　３０日　議会運営委員会

■１２月
　３日　議会改革特別委員会（会派制について）
　５日　各派代表者会
　７日〜２１日　第５回市議会定例会
　７日　予算特別委員会、広報委員会
　１１日　議会運営委員会
　１３日　環境福祉常任委員会所管事務調査（子育て支

援施設整備の今後の予定について外）
　１８日　議会改革特別委員会（政務調査費について）
　１９日　各派代表者会
　２０日　議会運営委員会
　２１日　議会運営委員会、広報委員会
　２６日　広報委員会

■１月
　１５日　議会改革特別委員会（政務調査費について）
　１８日　広報委員会
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開発予定の天童インターチェンジ周辺

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、１２月１１日、１２日の２
日間の日程で、８人の議員が行いました。
　市長２期目の抱負をはじめ、観光振興や市役所
の窓口サービスに係る利便性の向上等について、
市長や教育長の見解を求めました。

★
自
公
・
政
和
会

結
城
義
巳
議
員

＊
市
長
２
期
目
の
抱
負
に
つ
い

て
＊
企
業
誘
致
及
び
雇
用
対
策
に

つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

施
行
に
つ
い
て

＊
健
康
都
市
を
目
指
す
取
り
組

み
に
つ
い
て

＊
舞
鶴
山
の
観
光
資
源
の
整
備

と
情
報
発
信
に
つ
い
て

★
民
主
市
民
ク
ラ
ブ

狩
野
佳
和
議
員

＊
２
期
目
が
始
ま
る
に
あ
た

り
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

首
都
圏
か
ら
の

企
業
誘
致
と
雇
用
対
策
を

企業誘致

結
城
義
巳
議
員

　
本
市
に
立
地

し
て
い
る
企
業

の
親
会
社
を
東

京
か
ら
誘
致
し
た
い
の
で
、
会
派

で
市
長
の
親
書
を
預
か
り
、
そ
の

本
社
を
訪
問
し
要
請
し
て
き
た
。

そ
の
部
門
で
は
世
界
一
の
企
業
で

あ
り
、
実
現
す
れ
ば
関
連
部
品
の

企
業
も
本
市
内
外
に
立
地
さ
れ
、

大
き
な
雇
用
創
出
に
な
る
。
積
極

的
に
働
き
か
け
て
実
現
さ
せ
る
考

え
は
な
い
か
。

山
本
市
長　

本
市
の
豊
か
な
自

然
、
優
れ
た
人
間
性
や
地
理
的
優

位
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
は
、
非
常
に
効
果
的
だ

と
考
え
て
い
る
。
積
極
的
に
企
業

訪
問
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

新
た
な
雇
用
創
出
に
つ
い
て
は
、

企
業
誘
致
を
は
じ
め
、
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
取
り
組
み
た

い
。
ご
提
言
の
県
外
の
優
良
企
業

の
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
だ

け
で
な
く
、
広
域
的
な
部
品
調
達

な
ど
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
の
で
、
県
と
連
携
し
な
が

ら
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
天
童
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
開
発
計
画
は
、
本
年
度

策
定
し
て
い
る
本
市
の
土
地
利
用

基
本
構
想
に
位
置
付
け
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。
下
水
道
管
理
セ

ン
タ
ー
跡
地
の
工
業
団
地
化
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
ア
ク
セ
ス
道
の

調
査
・
測
量
等
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
２６
年
度
か
ら
の
分
譲
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

★
清
新
会

武
田
正
二
議
員

＊
子
育
て
支
援
日
本
一
へ
の
挑

戦
に
つ
い
て

＊
安
全
で
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
に
つ
い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
観
光
振
興
に
つ
い
て

＊
天
童
高
原
に
つ
い
て

＊
教
育
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
ス
ポ
ー
ツ・文
化・健
康
づ
く

り
の
一
層
の
推
進
に
つ
い
て

＊
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点

に
つ
い
て

★
会
派
に
属
し
な
い
議
員

茂
木
孝
雄
議
員

＊
公
共
用
地
の
取
得
に
つ
い
て

＊
市
民
の
合
意
形
成
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業

の
周
知
と
利
用
推
進
に
つ
い

て
＊
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

に
つ
い
て
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昨年１０月、約１２０人が参加した

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

特別支援

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

普
及
推
進
を

健康増進

後
藤
和
信
議
員

　

市
は
、「
市

民
一
人
１
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康

づ
く
り
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
推

進
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

自
分
の
時
間
に
合
わ
せ
て
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
で
き
る
。

健
康
寿
命
の
維
持
に
も
大
き
く
貢

献
で
き
る
こ
と
か
ら
、
各
地
域
の

マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
積
極
的
に
推

進
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

山
本
市
長　
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
は
、
地
域
を
再
発
見
・
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進

を
図
る
う
え
で
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
、
市
民
や
観
光
客
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
各
地
域
づ
く
り
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
全
市
的
に
情
報
収

集
を
行
い
、
年
間
を
と
お
し
て
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

武
田
正
二
議
員

　
県
の
「
特
別

支
援
学
校
再

編
・
整
備
検
討

委
員
会
」
の
報
告
書
に
基
づ
い
た

本
市
の
特
別
支
援
学
校
・
分
教
室

誘
致
に
対
す
る
市
長
の
思
い
と
、

教
育
長
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
が
で
き
る

だ
け
近
く
の
学
校
に
就
学
し
、
適

切
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

積
極
的
な
誘
致
を
進
め
る
べ
き
で

は
。

山
本
市
長　
障
が
い
を
持
つ
児
童

が
就
学
す
る
特
別
支
援
学
校
を
、

市
内
に
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
受
け
て
い
る
。
今
年
度
、
初

め
て
こ
の
案
件
を
県
知
事
に
対
す

る
重
要
事
業
要
望
と
し
て
活
動
し

た
。
ま
た
、
県
教
育
長
に
対
し
て

も
、
初
め
て
直
接
要
望
活
動
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

水
戸
部
教
育
長　
通
学
上
の
困
難

を
解
消
す
る
た
め
、
そ
し
て
児
童

生
徒
の
学
習
上
及
び
生
活
上
の
困

難
を
克
服
し
、
自
立
を
図
る
た
め

に
、
適
正
な
就
学
に
向
け
た
環
境

整
備
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
県
で
は
分
教
室
設
置

地
域
の
選
定
に
向
け
て
、
各
市
町

村
か
ら
の
聴
取
を
行
っ
て
お
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
本
市
へ

の
設
置
が
早
期
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
は

市政運営

狩
野
佳
和
議
員

　
３
つ
の
日
本

一
へ
の
挑
戦

と
、
民
間
経
営

感
覚
の
市
役
所
改
革
を
公
約
に
、

施
策
を
実
行
し
て
き
た
４
年
間
の

総
括
は
。

　
１２
月
２６
日
か
ら
新
た
な
２
期
目

が
始
ま
る
。
今
回
は
無
投
票
な
の

で
、
残
念
な
が
ら
選
挙
公
報
も
な

く
、
市
民
に
は
公
約
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
４
年
間
の
公
約

を
、
市
民
に
正
々
堂
々
と
公
表
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え

は
。

山
本
市
長　
私
は
４
年
前
に
「
子

育
て
支
援
、
観
光・も
の
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
」
の
３

つ
の
日
本
一
へ
の
挑
戦
と
、
こ
の

挑
戦
を
支
え
る
市
役
所
改
革
を
公

約
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
日
本
一
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
た

施
策
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
も

の
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
役
所
改
革
も
道
半

ば
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
１
期
４
年
間
で
培
っ
た
様
々
な

経
験
を
踏
ま
え
、
２
期
目
に
向
け

て
次
の
４
つ
に
つ
い
て
、
強
い
思

い
を
持
っ
て
い
る
。
１
つ
目
に

は
、
東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
で
あ

る
。
２
つ
目
に
は
、産
業
の
振
興
、

農
業
の
活
性
化
、
そ
し
て
雇
用
の

場
の
確
保
と
拡
大
。
３
つ
目
は
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の

具
体
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と

と
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と

健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
の
整

備
。
最
後
に
４
つ
目
と
し
て
、
本

市
の
将
来
の
発
展
の
カ
ギ
と
な
る

芳
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

で
あ
る
。

　
公
約
に
つ
い
て
は
、
第
六
次
天

童
市
総
合
計
画
の
後
期
計
画
等
に

位
置
付
け
、
実
現
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
市
民
に
対
す
る
公

約
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

機
会
で
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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芳賀土地区画整理事業位置図

健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
の
改
善
を

窓口改善

フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
イ
ト
で
Ｐ
Ｒ
を

観光誘客

水
戸
芳
美
議
員

　

仙
台
市
に

は
、
山
形
県
と

同
じ
く
ら
い
の

人
口
１
０
６
万
人
が
住
ん
で
お

り
、
天
童
市
と
の
距
離
も
５５
㌔
㍍

と
近
い
。
観
光
を
は
じ
め
、
い
ろ

ん
な
分
野
で
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
考
え

る
。
国
民
的
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

Ａ
Ｋ
Ｂ
４８
の
人
気
に
あ
や
か
っ

て
、
国
道
４８
号
を
「
フ
ォ
ー
テ
ィ

エ
イ
ト
・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
」
な

ど
と
命
名
し
て
Ｐ
Ｒ
し
誘
客
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長　
仙
台
圏
か
ら
の
観
光

誘
客
は
、
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
広
域
的
な
宣
伝
を
は
じ
め
、
バ

ス
ツ
ア
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
や

ま
が
た
広
域
観
光
協
議
会
が
仙
台

駅
で
実
施
す
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
、
ク
リ
ネ
ッ

ク
ス
・
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城
で
の

「
さ
く
ら
ん
ぼ
ナ
イ
タ
ー
」
等
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
る
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
法
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
道
４８
号
の
フ
ォ
ー
テ
ィ
エ
イ

ト
に
ち
な
ん
だ
誘
客
等
に
つ
い
て

は
、
観
光
関
係
団
体
等
の
自
発
的

な
取
組
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
観
光
誘
客
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

矢
萩
武
昭
議
員

　
平
成
２１
年
５

月
か
ら
「
健
康

セ
ン
タ
ー
」
が

市
民
病
院
の
隣
接
地
に
オ
ー
プ
ン

し
て
以
来
、
利
用
者
か
ら
は
、
不

便
解
消
を
訴
え
る
声
が
多
い
。

「
障
が
い
者
福
祉
」
を
は
じ
め
と

す
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
市
役
所
に

戻
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・

向
上
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
「
子
育
て
支
援
・
健

康
づ
く
り
日
本
一
」
を
実
現
す
る

拠
点
施
設
・
健
康
セ
ン
タ
ー
は
、

健
康
課
と
子
育
て
支
援
課
を
配
置

し
、
平
成
２１
年
５
月
か
ら
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
業
務
に
当
た
っ
て

は
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
相
互

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
提
供

や
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
出
生
や
住
所
変
更
に
伴

う
手
続
き
の
際
に
、
健
康
課
と
子

育
て
支
援
課
の
窓
口
が
健
康
セ
ン

タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
利
便
性
に
つ
い
て
指
摘
を
受

け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度
、

「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
充
実
」

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
専
門

業
者
等
も
交
え
、
利
便
性
の
向
上

を
前
提
と
し
た
「
庁
舎
全
体
の

フ
ロ
ア
レ
イ
ア
ウ
ト
構
築
」
に
係

る
基
本
プ
ラ
ン
を
今
年
度
中
に
策

定
す
る
。
今
後
と
も
、
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
、
充
実
に
努
め
た
い
。

公
共
用
地
取
得
の

事
務
手
続
き
に
疑
問

用地取得

茂
木
孝
雄
議
員

　
子
育
て
支
援

施
設
を
つ
く
る

の
に
は
反
対
で

は
な
い
が
、
芳
賀
の
土
地
取
得
に

係
る
土
地
価
格
決
定
の
事
務
処
理

が
適
正
か
疑
問
で
あ
る
。
情
報
公

開
請
求
し
た
結
果
、

買
い
手
で
あ
る
天
童

市
が
１
平
方
㍍
当
た

り
４
万
５
０
０
０
円

を
適
正
と
評
価
し
た

調
書
類
は
な
く
、
区

画
整
理
組
合
の
言
い

値
。
不
動
産
鑑
定
を

し
て
契
約
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

山
本
市
長　
子
育
て

支
援
施
設
整
備
事
業

用
地
は
、
土
地
区
画

整
理
法
に
基
づ
く
事

業
認
可
を
受
け
た
芳

賀
土
地
区
画
整
理
事

業
地
内
の
保
留
地
で

あ
る
。
買
受
申
請
書

を
提
出
し
、
売
却
決

定
通
知
書
に
よ
り
取
得
す
る
も
の

で
、
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
り
、
適
正
な
手
続
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
共
用
地
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
い

適
切
に
処
理
し
て
い
る
。

平成25年 2 月 1 日発行 （6）



北部第３放課後児童クラブ

発
達
障
が
い
児

受
入
れ
の
充
実
策
を

学童保育

伊
藤
和
子
議
員

　
学
童
保
育
所

で
は
、
発
達
障

が
い
児
や
ま
だ

認
定
さ
れ
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の

子
が
増
え
て
い
る
。
認
定
児
が
い

れ
ば
、
指
導
員
１
人
分
の
加
配
が

あ
る
が
、
複
数
児
で
も
１
人
分
だ

け
で
あ
る
。
寒
河
江
市
で
は
ポ
イ

ン
ト
制
で
、
さ
ら
に
上
乗
せ
し
て

い
る
。
天
童
市
で
も
充
実
策
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
市
が
各
協
会
に
運
営
を
委
託

し
て
い
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
障
が
い
児
を
受
け
入
れ
た
場
合

は
、
１
ク
ラ
ブ
当
た
り
年
額
１
５

７
万
７
０
０
０
円
を
加
配
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
巡
回
相
談
を
実
施
し
、
指
導
員

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
複
数
の

障
が
い
児
を
受
け
入
れ
た
場
合
の

加
配
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
市
長

会
等
を
通
じ
、
国
や
県
に
強
く
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東
根
市
外
二
市
一
町

�

共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

　
平
成
２４
年
１１
月
２７
日
に
組
合

議
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
２４
年

度
の
各
市
町
の
負
担
金
が
確
定

し
ま
し
た
。

　
天
童
市
の
負
担
金
は
前
年
度

に
比
べ
７
・
７
㌫
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
平
成
２１

年
度
に
完
成
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
費
の
元
金

償
還
が
始
ま
っ
た
た
め
で
す
。

平成２４年度構成市町負担金確定額
� （単位：千円、％）
市町名 Ｈ２４年度 Ｈ２３年度 比率
天童市 ２８８,２１４ ２６７,７１５ １０７.７
東根市 ２２８,５４５ ２０５,５１３ １１１.２
村山市 １２０,３２７ １０９,６９６ １０９.７
河北町 １０３,２０５  ９４,０８３ １０９.７
合　計 ７４０,２９１ ６７７,００７ １０９.３

　副市長鈴
すず
木
き
周
かね
宏
ひろ
氏（高擶）が平成２５年２月１８

日をもって任期満了となることに伴い、同氏
を再び副市長に選任することに同意しました。

副市長の選任に同意

個人情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱に同意
　個人情報公開・個人情報保護審査会委員が
平成２４年１２月３１日をもって任期満了となるこ
とに伴い、高山克英氏（山形市）と中島宏氏
（山形市）の再任及び山川晴美氏（東本町）
を新たに委嘱することに同意しました。

討

　論

総
括
質
疑

　
１２
月
７
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
し
、
常
任
委
員
会
の
審
査
に

入
る
前
に
、
議
案
に
対
す
る
総
括

的
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
議
第
４１
号
天
童
市
手
数
料
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員　
低
炭
素
建
築
物

新
築
等
計
画
の
認
定
に
係
る
申
請

手
数
料
の
設
定
だ
が
、
低
炭
素
建

築
物
新
築
等
計
画
の
認
定
は
、
建

築
主
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

建
設
部
長　
建
築
主
に
対
す
る
優

遇
措
置
と
し
て
、
所
得
税
の
住
宅

減
税
と
登
録
免
許
税
の
引
き
下
げ

が
あ
る
。

　
所
得
税
の
住
宅
減
税
に
つ
い
て

は
、
一
般
の
住
宅
に
比
べ
１０
年
間

の
所
得
税
減
税
額
が
最
大
１
０
０

万
円
多
く
な
る
。

　
ま
た
、
登
録
免
許
税
に
つ
い
て

は
、
保
存
登
記
の
税
率
が
０
・
０５

㌫
、
移
転
登
記
の
税
率
が
０
・
２

㌫
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　

１２
月
２１
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
議
案
１
件
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

▼
議
第
３２
号
平
成
２４
年
度
天
童
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

〈
反
対
〉
海
鋒
孝
志
議
員

　
平
成
２４
年
度
天
童
市
一
般
会
計

予
算
を
審
議
し
た
３
月
定
例
会
に

お
い
て
、「
反
対
討
論
」
や
取
り

消
し
を
求
め
る
「
組
替
動
議
」、

執
行
に
対
す
る
「
付
帯
決
議
」
の

提
出
な
ど
、
反
対
の
多
か
っ
た

「
行
財
政
改
革
の
推
進
に
要
す
る

経
費
」
約
８
０
０
０
万
円
の
内
容

が
、
反
対
意
見
で
指
摘
し
た
形
で

大
幅
な
減
額
補
正
と
な
っ
て
い
る
。

　
議
会
で
の
議
論
を
無
視
し
た
も

の
で
あ
り
、
事
業
内
容
が
著
し
く

検
討
不
足
で
あ
っ
た
こ
と
を
露
呈

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
事
業

提
案
、
予
算
計
上
に
大
き
な
反
省

と
改
善
を
促
す
意
味
で
反
対
す
る

も
の
で
あ
る
。
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予算特別委員会
平成２４年度一般会計補正予算
２億８０４４万１０００円の増額補正を

賛成多数で可決

行
財
政
改
革
の
減
額
補
正

予
算
計
上
は
適
正
だ
っ
た
か

委
員　
推
進
員
報
酬
、
委
託
料
の

大
幅
減
額
は
、
予
算
計
上
に
当

た
っ
て
の
積
み
上
げ
に
問
題
が

あ
っ
た
の
で
は
。

行
財
政
改
革
推
進
監　
行
財
政
改

革
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
予

算
を
計
上
し
た
。
３
人
の
推
進
員

の
報
酬
は
勤
務
の
実
態
に
合
わ

せ
、
月
額
か
ら
日
額
に
変
更
し
た

も
の
。
委
託
は
当
初
１０
項
目
を
予

定
し
た
が
、
可
能
な
限
り
職
員
が

取
り
組
ん
だ
た
め
、
外
部
委
託
し

た
の
は
、
専
門
的
・
技
術
的
な
４

項
目
の
み
と
な
っ
た
。
今
回
は
不

用
見
込
み
額
と
し
て
、
５
１
０
３

万
円
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
立
公
民
館
に

除
雪
機
を
配
置

委
員　
公
民
館
事
業
に
要
す
る
経

費
２
１
２
万
円
の
増
に
伴
う
事
業

の
詳
細
は
。

生
涯
学
習
課
長　

市
東
部
の
津

山
・
山
口
・
干
布
・
荒
谷
の
市
立

公
民
館
に
１
台
ず
つ
の
除
雪
機
を

配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
除

雪
機
は
、
市
立
公
民
館
が
管
理
す

る
も
の
で
、
分
館
や
町
内
会
等
へ

の
貸
し
出
し
も
検
討
し
て
い
る
。

今
後
は
年
次
計
画
に
よ
り
、
全
て

の
市
立
公
民
館
に
配
置
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の

補
助
金
を
大
幅
増
額

委
員　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
支
援
事
業
の
内
容
は
。

生
活
環
境
課
長　
当
初
５０
件
の
申

請
分
と
し
て
６
０
０
万
円
を
予
算

計
上
し
、
９
月
補
正
で
１０
件
分
の

１
２
０
万
円
を
増
額
し
て
い
る
。

申
請
や
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
今

回
１２
月
補
正
で
３８
件
分
の
４
５
６

万
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ

る
。

認
可
外
保
育
施
設
の

新
設
等
に
よ
り
補
助
増
額

委
員　
認
可
外
保
育
施
設
子
育
て

支
援
事
業
費
補
助
金
を
６
５
８
万

５
０
０
０
円
増
額
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
こ
れ
は
認
可

外
保
育
施
設
に
お
い
て
減
額
し
て

い
る
保
育
料
の
助
成
金
で
あ
る
。

助
成
金
の
内
容
は
、
１
人
目
が
月

額
６
０
０
０
円
、
２
人
目
が
月
額

１
万
２
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降

が
月
額
２
万
４
０
０
０
円
で
あ

る
。
増
額
理
由
は
、
認
可
外
保
育

施
設
が
４
月
に
１
施
設
、
９
月
に

１
施
設
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
既
存

の
１４
施
設
の
入
所
人
数
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
。

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

農
業
機
械
を
整
備

委
員　
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
で
整
備
す
る
農
業
機
械

の
整
備
内
容
と
補
助
金
３
７
６
万

５
０
０
０
円
の
内
訳
は
。

農
林
課
長　
市
内
の
加
工
業
者
と

協
力
し
て
転
作
田
で
巨
大
胚
芽
米

を
生
産
す
る
と
と
も
に
、
経
営
拡

大
を
図
る
た
め
、
乗
用
田
植
え
機

が
１
９
９
万
円
、
コ
ン
バ
イ
ン
７

２
４
万
８
０
０
０
円
、
ト
レ
ー

ラ
ー
７５
万
円
な
ど
の
導
入
に
３
分

の
１
の
補
助
を
予
定
し
て
い
る
。

　
一
般
会
計
２
億
８
０
４
４
万
１
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
８
０
２
５
万
８
０
０
０
円
を
追

加
、
介
護
保
険
特
別
会
計
１
２
６
８
万
３
０
０
０
円
を
追
加
す
る
ほ

か
、
５
会
計
の
補
正
予
算
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査

さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆主な内容� （単位：千円）
　行財政改革の推進に要する経費� ▲５１,０３２
　市税の賦課に要する経費� ２,２５８
　社会福祉一般に要する経費� ３,０００
　在宅老人の福祉に要する経費� ２,１１４
　障がい者自立支援の給付に要する経費�１１５,８００
　認可外保育施設の支援に要する経費� ６,５８５
　地球温暖化防止対策に要する経費� ４,５６０
　農業振興一般に要する経費� ３,７６５
　果樹の振興に要する経費� ５,９０６
　地方道路の新設改良に要する経費� ４２,１０５
　公民館事業に要する経費� ２,１２０

補 正 額　　２億８０４４万１０００円
予算総額　２１０億８７６６万７０００円

一般会計補正予算（第５号）のあらまし

委員長の変更
　後藤和信委員長から、委員長辞任願が１２月６
日付で提出されました。これに伴い、予算特別
委員会を１２月７日に開催し、後藤委員長の辞任
を許可した後、新委員長を互選しました。

新委員長　結城義巳

平成25年 2 月 1 日発行 （8）



提出された議案とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１３号
平成２４年度天童市一般会計補正予算
（第４号）の専決処分の承認を求め
ることについて

承　　認
（全会一致）

議第３２号 平成２４年度天童市一般会計補正予算
（第５号）

原案可決
（賛成多数）

議第３３号 平成２４年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３４号 平成２４年度天童市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３５号 平成２４年度天童市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３６号 平成２４年度天童市工業団地整備事業
特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３７号 平成２４年度天童市水道事業会計補正
予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３８号 平成２４年度天童市民病院事業会計補
正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第３９号 平成２４年度天童市公共下水道事業会
計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第４０号 天童市市税条例等の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第４１号 天童市手数料条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第４２号 天童市交通指導員設置条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第４３号
天童市水道事業及び公共下水道事業
の設置等に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第４４号 天童市公共下水道事業受益者負担に
関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４５号 天童市水防協議会条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第４６号
天童市総合福祉センターの設置及び
管理に関する条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第４７号 天童市スポーツセンター設置及び管
理に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４８号 天童市観光情報センター設置及び管
理に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議案に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

小
松
善
雄

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

水
戸　
保

清 清 清 無 清 民 政 清 清 民 民 無 政 政 清 無 清 清 清 政 無 無

議第３２号 平成２４年度天童市一般
会計補正予算（第５号）○ ○ ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

議第６４号 天童市副市長の選任について
（鈴木周宏氏を再任するもの）

賛成１０票、反対１０票。地方自治法第１１６条の規定により議長が決しました。
（欠席した村山議員と議長を除く２０名の議員で無記名投票を行いました。無記名投票のため賛否の公表はありません。）

※ ○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席、議＝議長（議長は採決に加わらない）
※ 会派：清＝清新会、政＝自公・政和会、民＝民主市民クラブ、無＝会派に属さない議員

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第４９号
天童市農業者トレーニングセンター
設置及び管理に関する条例の一部改
正について

原案可決
（全会一致）

議第５０号
天童市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準を定める条例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第５１号

天童市指定地域密着型介護予防サー
ビスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準を定める条
例の設定について

原案可決
（全会一致）

議第５２号
天童市が管理する市道の構造の技術
的基準等を定める条例の設定につい
て

原案可決
（全会一致）

議第５３号
天童市準用河川管理施設等の構造の
技術的基準を定める条例の設定につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第５４号 天童市市営住宅条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第５５号 天童市都市公園条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第５６号 天童市水道給水条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第５７号 天童市下水道条例の一部改正につい
て

原案可決
（全会一致）

議第５８号 天童市わらべ館の指定管理者の指定
について

原案可決
（全会一致）

議第５９号 天童市市民文化会館の指定管理者の
指定について

原案可決
（全会一致）

議第６０号 市道の認定及び廃止について 原案可決
（全会一致）

議第６１号 天童市立図書館の指定管理者の指定
について

原案可決
（全会一致）

議第６２号 天童市西沼田遺跡公園の指定管理者
の指定について

原案可決
（全会一致）

議第６３号 天童市情報公開・個人情報保護審査
会委員の委嘱について

同　　意
（全会一致）

議第６４号 天童市副市長の選任について 同　　意
（賛成多数）

〈市長提出議案〉

○
簡
易
採
決

　
反
対
が
予
想
さ
れ
な
い
議
案
等

に
つ
い
て
、
議
長
が
議
員
に
「
ご

異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」
と
諮
る

も
の
。
異
議
が
あ
れ
ば
、
起
立
採

決
な
ど
他
の
方
法
と
な
る
。

○
起
立
採
決

　
議
長
は
、
賛
成
す
る
議
員
の
起

立
を
求
め
、
起
立
者
の
多
少
を
認

定
す
る
も
の
。
天
童
市
議
会
で

は
、
起
立
採
決
と
記
名
投
票
の
場

合
に
、
議
員
の
賛
否
を
公
表
し
て

い
る
。

○
無
記
名
投
票

　

賛
成
す
る
議
員
は
「
賛
成
」、

反
対
す
る
議
員
は
「
反
対
」
と
投

票
用
紙
に
記
入
し
、
投
票
箱
に
投

じ
る
。
選
挙
と
同
じ
で
、
議
員
の

投
票
内
容
は
分
か
ら
な
い
。

○
記
名
投
票

　
賛
成
す
る
議
員
は
白
票
、
反
対

す
る
議
員
は
青
票
を
投
票
箱
に
投

じ
る
。
ど
ち
ら
の
票
に
も
議
員
名

が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
議
員
の
賛

否
は
会
議
録
に
掲
載
さ
れ
る
。

▽
可
否
同
数
の
と
き

　
地
方
自
治
法
で
、
議
長
は
採
決

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

可
否
同
数
の
場
合
は
議
長
が
決
す

る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

採
決
の
方
法
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議会報告・意見 交換会
　平成２４年１０月２２日、４つの中学校区ごとに行った「議会報告・意見
交換会」は約２５０名の参加で、たくさんのご意見をいただきました。
また、アンケートにもご協力いただきありがとうございました。
　１１月２８日に全議員で議会政策検討会議を開き、議会報告・意見交換
会の総括を行い、各会場の状況を共有するとともに、次回の開催は当
初予算議案審査後の４月以降に、市立公民館単位で行うことが決まり
ました。
　議会への意見については、議会改革特別委員会で検討中であり、現
時点での進行状況は下表のとおりです。また、市政へのご意見につい
ては、各会場の報告書を添付して市長に提出しました。

市政への主な意見・要望など（市長に文書で伝えました。）
各種審議会委員の公募が形骸化している。
人口、世帯数の減少対策をお願いする。
土木工事の落札率が９６％と異常に高いが、どうなのか。
子育て支援施設用地の取得について。《施設、場所、価格等について賛否両論ありました》
芳賀新駅設置について。《賛否両論ありました》
乱川駅周辺の駐輪場、駐車スペース等の整備をお願いする。
芳賀地区が整備されると、西部地区の水害が心配される。早急な対応策をお願いする。
農業振興（果物の価格安定策など）について。
中心市街地の活性化と既存商店街の振興をお願いする。
天童市でも救急車の要請に対してタクシー対応となった話を聞いたが実情はどうか。
市民病院の改革が見えない。また、院内が整理整頓されていない。

行政委員会への意見・要望（選挙管理委員会に文書で伝えました。）
投票所の統廃合は投票率低下につながるので、現在の投票所を維持してほしい。
この他、アンケートに自由記載していただいた意見、要望についても、市長に伝えました。

議会への主な意見・要望など
意見・要望（要約） 議会としての対応

議会報告・意見交換会の運営について
　いろんな意見がありました
　・若い人や女性の参加を増やす方策を
　・意見交換を中心にしてほしい
　・一方的な意見のみでなく、いろんな意見を
引き出す運営を

全議員で協議を行った結果、次回の議会報告・意見
交換会は、平成２５年３月議会終了後に、市内の各市
立公民館で行うことを決定しました。また、詳しい
内容については、貴重な意見を参考に今後検討し、
お知らせします。

正副議長選挙のための会派は必要ない。

議会改革特別委員会で協議を行った結果、会派は政
策を中心とした同一の理念を共有する２人以上の議
員で構成・活動するものとしました。また、正副議
長選挙の前に正副議長を志す議員で所信表明会を行
うことに決定しました。

夜間・土日曜日の議会開催について
　賛否両論ありました
　・防犯等を考えれば行わない方が良い
　・職員等を振替などで対応すれば、経費をか
けないでできるのでは

議会改革特別委員会で協議を行った結果、現在、本
会議のインターネット中継を行っていることや、市
が行財政改革を進めているなか、経費の面から行わ
ないことに決定しました。

議員定数を削減するべきだ。 議会改革特別委員会で、今後適正な議員定数の協議
を行います。

議員報酬と期末手当を削減するべきだ。 議会改革特別委員会で、今後適正な議員報酬等の協
議を行います。

政務調査費について九州までの視察など、効果に
疑問がある。

市政の課題などについて参考となる先進地に決めて
います。また、政務調査費による視察等の報告書を
ホームページ等で公表します。

予算議案審議が馴れ合いと感じる。緊張感を持っ
てすすめてほしい。 貴重な意見として伺っておきます。
議員活動や議員の姿が見えるようなホームページ
にしてほしい。 広報委員会で検討していきます。
放課後児童クラブの現状を議会ではどう考えてい
るのか。

担当の環境福祉常任委員会で、現状を調査・確認し、
市長に申し入れを行いました。

農業従事者の問題も一般質問に取り上げてほしい。 貴重な意見として伺っておきます。
当選してしまうと市民の声を聞かない。 貴重な意見として伺っておきます。

次回は３月定例会後に市立 公民館単位で

平成25年 2 月 1 日発行 （10）



天童南部公民館の様子

男性
84％

女性
13％

未記入 3％

60歳代
49％

70歳代
25％

未記入 2％
80歳以上 3％

40歳未満 3％
40歳代 4％
50歳代
14％

分かりやす
かった
31％分かりにく

かった
10％

未記入13％

どちらとも言えない 46％

ふつう 60％

未記入11％ 長かった 4％

短かった
25％

ふつう 46％

未記入 7％ 多い 1％

少ない
46％

評価する
42％評価しない

12％

未記入14％

どちらとも言えない 32％

議会報告・意見 交換会

アンケートで寄せられた運営等についての主な意見
中学校区では広すぎる、せめて各地区で行うべきだ。
市民が直接議員と話し合える場はなかなか無いので、定期的にこのような機会があれば良いと思う。
天童市の未来の構想について、ビジョンを持って、その方向に向かって議論してほしい。
イスとテーブルの部屋で開催してほしい。
年に何度か行うべきである。若い方が少ないので、育成会、ＰＴＡ等に声をかけてはどうか？若い人、子
育て中の人々の意見をもっと聞くべき。
初めてにしては良かったと思う。白熱したころに終了となるのは残念に思う。

アンケートの結果
【アンケート回答者数】 （参加者は推計）

会場名

市　　　　　　内 市　
外

未
記
入

合　
計

（
参
加
者
）

（
回
収
率
％
）

天童
南部

天童
中部

天童
北部 成生 蔵増 寺津 津山 山口 田麦野 高擶 長岡 干布 荒谷 未記入 計

天童南部公民館 ２７ ４ ０ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ １ ４ １ ２ ４１ ２ １ ４４（ ６０）（７３.３）
天童北部公民館 ０ ０ ２７ ０ ０ ０ １ ５ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３５ ０ ０ ３５（ ５０）（７０.０）
高 擶 公 民 館 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ３６ ０ ０ ０ ２ ４０ ０ ２ ４２（ ８０）（５２.５）
天童中部公民館 ０ ２３ ０ ４ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ３０ ４ ３ ３７（ ６０）（６１.７）

計 ２７ ２７ ２７ ４ ３ ０ ３ ５ ０ ３７ １ ４ １ ７ １４６ ６ ６ １５８（２５０）（６３.２）

【性別】 【年齢】 【分かりやすさ】

【時間について】 【資料について】 【評価】

次回は３月定例会後に市立 公民館単位で

（11） てんどう市議会だより №139
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何
年
か
前
、
初
め
て
議
会
傍

聴
に
行
く
と
き
に
思
っ
た
の

は
、
３
階
か
ら
さ
ら
に
上
に
登

る
傍
聴
席
は
、
一
体
ど
ん
な
席

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
狭
く
て
急
な
階
段
を
上
っ

て
傍
聴
席
に
着
く
と
、
議
場
を

見
渡
せ
る
場
所
で
し
た
。

　
初
め
て
議
会
を
傍
聴

し
て
み
る
と
、
傍
聴
席

は
人
が
ま
ば
ら
で
あ
っ

た
た
め
、
議
会
に
対
す

る
市
民
の
関
心
度
は
以

外
と
低
い
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
自
分
も

そ
の
一
人
で
し
た
。

　
議
会
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
私
た

ち
が
選
ん
だ
代
表
と
市
民
が
、

同
じ
目
線
で
階
段
を
上
り
下
り

し
な
い
で
、
も
っ
と
身
近
に
意

見
交
換
で
き
る
場
所
が
あ
れ

ば
、
ま
た
議
場
の
傍
聴
席
の
イ

ス
が
も
う
少
し
座
り
心
地
が
良

い
も
の
で
あ
れ
ば
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
私
は
時
間
を
つ
く
っ

て
は
議
会
を
傍
聴
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

傍
聴
者
は
多
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
議
員

に
１
票
を
託
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
私
た
ち
の
代
弁
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
議
員
の
姿

を
、
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
見
て
聞
い
て
い
た
だ

き
、
傍
聴
席
を
埋
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
１２
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
は
、
市
役
所
改
革
や
市
民

生
活
に
関
わ
る
県
外
企
業
の

誘
致
、
雇
用
や
安
全
安

心
な
通
学
路
の
確
保
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
市
政

の
課
題
が
真
剣
に
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
質
問
と
答
弁
の
一
部

に
、
聞
き
取
れ
な
い
部

分
が
あ
る
と
残
念
に
思

い
ま
す
。
早
口
で
原
稿

を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
質
問
や

答
弁
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
誰
に
で
も
分
か
り

や
す
く
、
は
っ
き
り
話
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
も
の
で
す
。

　
最
後
に
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民

の
生
活
向
上
の
た
め
、
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
各
議
員

の
姿
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市民として市議会を
傍聴しましょう
榊原　清（７１歳・泉町）

２月２７日（水）本会議（初日）
３月４日（月）本会議（一般質問）
　　５日（火）本会議（一般質問）
　　６日（水）常任委員会
　　７日（木）常任委員会
　　８日（金）常任委員会
　　１１日（月）予算特別委員会
　　１２日（火）予算特別委員会
　　１３日（水）予算特別委員会
　　１４日（木）予算特別委員会
　　１５日（金）予算特別委員会
　　２１日（木）本会議（最終日）
※請願の締め切りは、２月１9日（火）
正午までの予定です。

※日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

３月定例議会の日程（予定） 請願について
　市民が議会に対し、地方行政に対する意見や要望を申し出る
制度で、国民の基本的権利のひとつとされています。請願を提
出する際は、１名以上の紹介議員が必要です。
　請願はいつでも議会事務局で受け付けていますが、定例会招
集日のおよそ９日前までに受け付けしたものは、その定例会で
審査されます。

天童市議会のホームページでは

●
一
陽
来
復
と
と
も
に
、
天
地

万
物
が
あ
ら
た
ま
り
、
新
年
を

迎
え
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
も

う
節
分
で
す
。

●
昨
年
は
、
大
雪
に
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
年
の
天
童
は
そ

れ
ほ
ど
で
は
な
さ
そ
う
で
、
一

安
心
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
で

も
、
一
晩
で
変
わ
り
ま
す
か
ら

油
断
大
敵
で
す
。

●
山
本
市
政
も
２
期
目
に
入
り

ま
し
た
。
よ
り
良
い
天
童
市
政

に
向
け
、
さ
ら
な
る
奮
闘
を
期

待
し
ま
す
。

●
昨
年
１０
月
に
初
め
て
開
催
さ

れ
た
議
会
報
告
会
で
、
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

は
、
文
書
で
市
の
執
行
部
に
提

出
し
ま
し
た
。
善
処
を
期
待
し

ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民
の

声
を
聞
き
、
龍
頭
蛇
尾
に
な
ら

ぬ
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
狩
野　
佳
和

　
副
委
員
長　
矢
萩　
武
昭

　
委　
　
員　
伊
藤　
和
子

　

〃
　
結
城　
義
巳

　

〃
　
遠
藤　
敬
知

　

〃
　
武
田　
正
二

編
集
後
記

　本会議をインターネットで生中継しています。また、その約
１週間後からは録画でもご覧いただけます。
　天童市議会として積極的に取り組んでいる議会改革特別委員
会の開催予定、市議会議員の紹介、平成１７年度からの議会だよ
り、平成１３年以降の定例会・臨時会の会議録などもホームペー
ジから確認できます。
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